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第1章　 緒 言

生体に対 する一酸化炭素 の毒性については

実 験 者 によ り異 論 あ り.既 に, Claude Ber

nard, Hope-Seyler, Poleck等 に依 り, COは

O2と 化合 した赤血球 に対 しO2と 置換 して結

び付 く事が認め られて居 る. Haldane (1895)

に依ればCOは 赤血球 を してO2の 運般 を不

能 な らしめ る以外 には,窒 素同様 に何等生理

的には意味を有 しないもので,廿 日鼠 に於て

は,吸 気中のO2の 分圧 を2気 圧に高 めれば

血液 中に物理学 的に溶解 したO2の みで生存

し得 る故かか るO2分 圧の高 き場 合にはCO

は該動物に何等の毒性を も及ば さぬ と云ひ,

 Schmidtも 同様な見 解 を発表 して居 る.之 に

反 し, Marcacci, Piotrowski等 に依 れ ばCO

はHbと 結合する作用の外 に,神 経纎 雄の興

奮性を減 少せ しめ ると云 ひ,或 は脳 の細胞 と

親和加 強 く神経系統 の機能 を犯 し特に呼吸 中

枢,循 環中枢を犯す と云 ふ者 もあ り.か くの

如 くCOの 生理的作 用については完全なる意

見 の一致 を見 るに到 らざ るも,一 般にCOが

血液 中のHbと の親和力がO2の それ より遙

かに大な る為Hbと 結合す る事によ りHbCO

を作 りO2と 結 び付 き得 るHbの 減 少するた

め生体はO2の 充分存在 す るにもかかは らず

O2を 組織に まで運般す る事が 出来 な くな り

遂に一種の内部 窒息を起 さしめ る事 について

は意見の一致 を見 て居 る.し か りとすれば動

物の高空耐性 と,一 酸化炭素 中毒死 の際に於

け る血液中のHbCO%と の間 には何 等 かの

関係の存 す る事を予想 して廿 日鼠,蝙 幅を用

ひて此等の動物を一酸化炭素 中毒死を起 さし

めた る場合其 の動物の血 液 中のHbCO%と

其の動物が生前有 して居た る高空耐性 との間

には果 して一定 の関係を認め得た るを以て此

の関係につ き報告す.
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第2章　 實 驗 方 法

実験動物 としては廿 日鼠,蝙 蝠 を 用 ひ た

り.廿 日鼠,蝙 蝠の高空耐性の検査方法 は第

一編諸種動物の瓦斯代謝 と高 空耐性 との関係

に於て詳述 したれば ここでは略す.

一酸化炭素 中毒の実験方法

容器は約1.5lの 容積 を有す る低圧実験に

用ひ しもの と同 じもので,一 酸化炭素 として

は各家庭 に於 て一般 に 用ひ られ る燃 料 用 の

「ガス」を用ひた り.先 づ動物 を容器中に入

れて後其の容 器 内 を あ る程 度の低気圧 とな
 

し,其 の中に適 当量 の燃料 用 「ガ ス」を入れ

て後空気を以 てお ぎなひて1気 圧 とな し一定

時間後動物の呼吸運動停止せ るを待ちて直 ち

に血液 を取 り次 に記 せる 如 き方 法 にて其 の

HbCO%を 測定せ り.廿 日鼠 に於ては約30分

以内,蝙 蝠に於 ては約1時 間以内に死す る如

くCOを 注入せ り.即 ち廿 日鼠 に於 ては燃料

用 「ガス」の分 圧を50mmHg前 後,蝙 蝠 に

於ては70mmHg位 になる如 くせ り.而 して

此 の使用せる燃料 用 「ガ ス」中には平均CO

が7.5%含 まれて居 りし為 め,廿 日鼠,蝙 蝠.

に於 てそれぞれCOは 約0.5%, 0.7%程 度

含 まれて居 る計算値 となれ り.動 物が一酸化

炭素中毒 によ り呼吸運動停止せ る時を以 て死

亡せ るもの と便宜上みなせ り.

血液中のHbCO%の 測定方法

血液 中のHbCO%の 測 定 方 法 はH. Hart

ridge (1923)が 発 表 せ しReversionspectrosoope

を用 ひ る方法 に よれ り. Reversionspectroscope

の 日盛 に よ りHbCOの%を 求 む る 為 に予 め

既 知 のHbCO%と 目盛 の読 み との関 係 を 「グ

ラフ」 に して 書 き置 き其 の 「グ ラ フ 」に よ り

逆 に 目盛 を知 りてHbCO%を 求 め 得 る如 く

せ り.此 のHbCO%と 日盛 の読 み と の 関 係

は一 般 に動物 の種類 に よ り異 る故 に各 動 物 の

種類 に つ きそれ ぞれ決 定 す る必要 あ り.余 は

血 液 を水 に て35倍 に薄 め 之 を 標 準血 液 とせ

り.此 の 血 液 の 薄 め 方 はReversionspectro

scopeに て検 査 す る時 の血 液 層 の 厚 さに よ り

適 当にす べ き ものに して,余 の用 ひ し もの は

35倍 程度に薄 めし場 合 が 最 適 な りき.先 づ

HbCOが100%の 場合の目盛 を求む るには標

準血液を燃料 用 「ガス」と共 に充分振盪せ り.

此 の 「ガ ス」中には7～8%のCOが 含 まれ て

居 る故か くすればHbCO%は100%と みな

してよし.か く充分振盪せ る標準血液を,一

定の厚 さを 保 ち得 る容 器(Reversianspectro

scopeに 附属 せ るもの)に 入れ て吸收 帯の中

の帯の軍 なる日盛を読む.次 に75%のHbCO

の場合 の目盛 は次の如 くして求め る.標 準血

液を水にて薄 め標 準 血 液濃度の3/4と な し之

の血 液 を 用 ひ て上 述 の 如 くし て100%の

HbCOを 作 り之を一つの容器(上 述 の容器 と

等 しき もの)に 入れ る.次 に標準血液を水に

て薄 あ標準血液度の1/4と なし此 の 薄 めた血

液を空中にて充分振盪せ る ものを以 て100%

のHbO2と なし之を先 に用ひしと全 く同様 の

容器に入れ,以 上の如 くして得た両様の血液

を入れた容器 を二 個 重 ね て光 を通 さしめれ

ば,標 準血液 について考へれば75%のHbCO

及び25%のHbO2の 液を得 る理 な り.同 様

の方 法 に よ り50%のHbCO及 び50%の

HbO2等 等全 く任意のHbCO%の 液を作 りて

HbCO%と 目盛の読み との関係を知 り得.

第3章　 實 驗 成績 及 び考 按

上 述 の如 くして求 め し, HbCOの%に 対 す

るReversionspectroscopeの 目 盛 の 関 係 は 第

1図 の如 し.

第1図
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即 ち蝙 蝠及 び廿 日鼠 の血液 に於 てはHbCO

%とReversionspectroscopeの 日 盛 の 読 み と

の関 係 は,僅 か に差異 を 示 す のみ に して大 差
 

は無 し.廿 日鼠,蝙 蝠 の高 空 耐 性の限 度を

mmHgに て示せば第1表 の如 し.又CO中

毒死 の際に於け るHbCO%を 示せば 第2表

の如 し.

第1表　 廿 日鼠及 び蝙蝠 の高空耐性

第2表　 廿 日鼠及蝙蝠 のCO中 毒死 の

際に於け るHbCO%

動物名の下の数字は動物の番号を示せるも

のにして第1表 と第2表 との同種の動物番号

は同一の個 体を示す もの とす.

一例を挙 げれば廿 日鼠の番号3な るものは,

高空耐性130mmHgに して,CO中 毒 にて死

亡せ る時 は其 の血液 中に86%のHbCOが 存

在せ り.第 一表 よ りして明かなる如 く廿 日鼠

に於 ては動物の個体差可成 りあ り,高 空耐性

の最 も大 なるものは120mmHgに して最 も小

な るものは190mmHgな り.(猶 本実験中100

mmHgに て6分 間 も生 存 せ し廿日鼠 が1例

あ りし も其 のCO中 毒死 の際 に於 けるHbCO

%の 測定に失 敗せ るため之を 表 よ り除 外 せ

り.)而 して同一動物のCO中 毒死の 際に於

け るHbCO%を 見 るに,高 空 耐 性大なる動

物はCO中 毒死の際 に於け るHbCO%大 に

して高 空 耐 性小な る動物の場合 は其 の逆 な

り.し か も此 の高 空耐性(mmHg)とCO中 毒

死の際のHbCO%と は 廿 日鼠 に於 ては殆 ん

ど直線的関係 を有 す る事は第2図 によ り明な

り.

第2図

蝙蝠の場合に於 ては,廿 日鼠 に比 し各実験

を通 じ個体差 少き為,個 体差に よる高空耐性

とCO中 毒死 の際のHbCO%と の関係は直

ちには求 め得 ないが,蝙 蝠 が廿 日鼠に比 し著

し く大なる高空耐性 を有 し又同時にCO中 毒

死 の際 のHbCO%も 又.著しく大 なる事 は各

表 よ り明かな り.又 此等の関係を図 示せる第
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2図 に於 て,蝙 蝠の場合は廿 日鼠 の個体差に

よる高空耐性 とCO中 毒死 の際のHbCO%

との関係を示す直線 よ り離 れて居 るも此 の点

については次 の如 く考 へ られ る.即 ち蝙蝠,

場合には,廿 日鼠の場合に比 し高空耐性大 な

る為実験時の気圧低 く従 つて肺胞気のCO2の

分圧 も小なる可 く又実験時 の蝙蝠の体温は廿

月鼠 の体温 よ り5～10℃ も低 く其 の為 肺 胞

内水蒸気の分圧 は15～25mmHg,位 少 く又此

の温度差及びCO2分 圧 の差及び動物の差異 に

よるHbの 解離曲線 が廿 日鼠 の其れ に比 し異

つて居 る点等 の為 と考 へ られ る.

以上の実験 よ りして,'高 空耐性 の大な るも

のは又CO中 毒に対 して も抵抗 力大 なるもの

にして此 の理 由は次の如 く考へ られ る.即 ち

余の前実験た る 「動物の酸素消費量 と高空耐

性 との関係」に よ り明かなる如 く高空耐性大

なる動物程其 の酸素 消 費 量 は少 く従 つてCO

中毒により酸素を体内に攝取する機能を防げ

られるも高空耐性大なる動物は酸素消費量は

少 くてすむ故CO中 毒に対しても抵抗力は大

なるものと考へられる.

第4章　 結 論

余は廿 日鼠,蝙 蝙,に つ き高空耐性 と一酸

化炭素中毒死 の際の血 液 中のHbCO%と の

関係 を追求 し次の如 き結果を得 た り.

1) 高空耐性(mmHg)と 一酸化 炭素 中毒

死 の際の血液 中のHbCO%と は直線 的 関係

を有 し,高 空耐性の大な るもの程一酸化炭素

中毒 に対 して抵抗力大 な り.

2) 結論1)は 一酸化炭素が血 液中のHb

の酸素般能力を障害する事 よ り説明 し得 る.

稿 を終るに臨み絡始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜りたる恩師生沼教授並に林教授に謹みて感謝の意

を表す.
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